
平成 16 年度試験研究成果書 
区分 指導 題名 県中南部水田地帯における大豆・小麦立毛間播種栽培 2年 3作の技術体系 
［要約］大豆・小麦立毛間播種栽培 2 年 3 作の技術体系を作成した。この技術体系での作業可能面積
(負担面積)は 12.6ha である。想定した導入モデルでの試算所得は 3,258 千円/年となった。 

キーワード 立毛間播種 大豆・小麦 2年3作 
○農産部生産工学研究室、園芸畑作部野菜畑作研究室、企画
経営情報部農業経営研究室、生産環境部土壌作物栄養研究室 

 
1 背景とねらい 
 本県中南部を含む寒冷地では、大豆等の夏作物と小麦等の冬作物の作期が重なることから、これら
の同一圃場での作付は困難であり、農地の高度利用の困難さが指摘されてきた。このような問題を解
決するため、(独)東北農業研究センターで開発された立毛間播種機を利用した大豆・小麦 2 年 3 作に
ついて、これまで検討し昨年度に県内立毛間播種栽培技術の概要を示した。本成果ではその後の試
験・検討を踏まえて、県中南部水田地帯における大豆・小麦 2 年 3 作の技術体系と導入モデルを提示
する。 
 
2 成果の内容 
(1)2 作目小麦は 10 月上旬～中旬に適期播種する。3 作目大豆は前作小麦収穫 10～20 日前に播種
する。どちらの場合にも播種床の整地と雑草管理を目的に播種の直前(前日～1 週間前)に中耕を
実施する(図 1)。 

(2)2 作目以降の雑草管理は、土壌処理剤を使用せず、生育中の中耕、茎葉兼土壌処理剤散布お
よび茎葉処理剤散布を実施する(図 1)。 

(3)2 作目以降は圃場準備(耕起等)が不要となるため、作業が省力化される。 
  (4)立毛間播種栽培 2 年 3 作の作業可能面積(負担面積)は 12.6ha で、乗用管理機による 2 作目

小麦播種直前中耕作業が制限要因となる(表 1)。 
 (5)水田における大豆・小麦立毛間播種栽培作付率 40%で、立毛間播種栽培 2 年 3 作を 20ha

としてブロックローテーションを行った場合の試算所得は 3,258 千円/年となる(表 2)。 
 
3 成果活用上の留意事項 
(1)本成果は豆・そば用コンバインを用いた体系である。 
(2)3 作目大豆はやや晩播気味の播種時期となるが、立毛間播種栽培での収量水準は 1～3 作目まで
全て慣行並を確保できる。さらに、品質面でも慣行並を確保できる。 

(3)立毛間播種栽培では 2 作目以降土壌処理剤の使用ができないため、畑地転換初年目の水田を選
定する。 

(4)1 作目大豆作付前に排水対策を実施し、土壌診断に基づく土壌改良を行う。 
(5)2 作目以降、間作栽培期間中の薬剤使用は種子消毒を含めて一切できないので注意する。それ以
外の病害虫防除は慣行に準ずる。 

(6)本成果の収支計算には産地づくり対策による交付金は含まない。 
 
4 成果の活用方法等 

(1)適用地帯又は対象者等 
  県中南部水田地帯で、水田農業の畑作物として大豆・小麦を導入する生産団体等。 
(2)期待する活用効果 

 水田圃場の高度利用体系による大豆・小麦の生産拡大。 
 

5 当該事項に係る試験研究課題 
(739-1000,2000,3000)寒冷地における立毛間播種機利用による麦・大豆輪作栽培技術の開発［H1
3～H16］ 

 
6 参考資料・文献 
 (1)平成 15 年度試験研究成果「立毛間播種栽培により大豆・小麦の 2 年 3 作ができる」 
(2)平成 13～16 年度各担当研究室試験成績書（一部未定稿） 
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図 1 県中南部水田地帯での大豆・小麦立毛間播種栽培 2年 3作の体系(抜粋) 

耕種概要 播種 雑草管理

1作目
大豆

条間：75cm
品種：ｽｽﾞｶﾘ、ﾅﾝﾌﾞｼﾛﾒ
栽植密度：13,000本/10a
施肥量：N4kg/10a

・慣行耕起整地播種に準ずる
・ただし、中耕培土は行わず、中耕のみ
とする(作業時期は慣行に準ずる)

・慣行耕起整地播種に準ずる

2作目
小麦

条間：75cm
品種：ﾈﾊﾞﾘｺﾞｼ、ﾅﾝﾌﾞｺﾑｷﾞ
播種量：6.0kg/10a
施肥量：基肥N2kg/10a
＋追肥N2+2kg/10a

・立毛間播種機を用いる
・播種直前(前日～1週間前)に中耕を実施
する→［図中●］
・適期播種する(1作目大豆はおおよそ黄
葉期から落葉期となる)

・播種後土壌処理剤散布は実施しない
・1作目大豆収穫後に茎葉兼土壌処理剤散布→［図中①］
・茎立後に中耕を実施する→［図中②］
・中耕後に茎葉処理剤散布→［図中③］

3作目
大豆

条間：75cm
品種：ｽｽﾞｶﾘ、ﾅﾝﾌﾞｼﾛﾒ
栽植密度：13,000本/10a
施肥量：N4kg/10a

・立毛間播種機を用いる
・播種直前(前日～1週間前)に中耕を実施
する→［図中●］
・2作目小麦収穫時の生育量を初生葉展
開期とするため、間作期間は10～20日と
する
・播種期の晩限は6/25とする

・播種後土壌処理剤散布は実施しない
・2作目小麦収穫後に茎葉処理剤散布→［図中④］
・生育期に雑草発生が目立つ場合、1～2回程度開花期ま
でに中耕を実施する→［図中⑤］

表 1 中耕ロータリ(直前中耕)、播種機およびコンバインの作業可能面積(負担面積) 

2作目小麦 3作目大豆

中耕ﾛｰﾀﾘ 播種機 中耕ﾛｰﾀﾘ 播種機 豆そば用 豆そば用

m 2.25 2.25 2.25 2.25 1.5 1.5

km/ｈ 0.61 1.73 0.81 1.73 2.9 2.9

ha/ｈ 0.14 0.39 0.18 0.39 0.44 0.44

圃場作業効率 % 93 69 92 69 62 62

圃場作業能率 h/ha 7.83 3.72 5.96 3.72 3.64 3.64

回 1 1 1 1 1 1

試験結果 ｈ/ha 7.83 3.72 5.96 3.72 3.64 3.64

に基づく ｈ/ha 7.83 3.72 5.96 3.72 3.64 3.64

作業可能 ｈ/日 8.3 8.3 11.9 11.9 11.9 8.3

面積 % 73 65 73 65 65 65

ｈ/日 6.1 5.4 8.7 7.7 7.7 5.4

日 22 15 18 11 10 15

% 74 74 68 68 68 74

日 16.28 11.1 12.24 7.48 6.8 11.1

ｈ 98.6 59.9 106.3 57.9 52.6 59.9

ha 12.6 16.1 17.8 15.6 14.4 16.4

作業幅

作業速度

理論作業量

地域名

類別

作業回数

作業時間

作業時間合計

１日の作業時間

作業可能日数

作業可能時間

作業可能面積（負担面積）

実作業率

１日の実作業時間

作業日数

作業可能日数率

県中南部水田地帯

作業機名
乗用管理機 乗用管理機 コンバイン

2作目小麦 3作目大豆

表 2 大豆・小麦立毛間播種栽培 2年 3作(20ha)の収支(単位：円) 
項目 1作目大豆10ha 2作目小麦10ha 3作目大豆10ha 1年当たり収支(20ha) 慣行大豆20ha 1年当たり収支

収量(kg/10ha) 22,500 36,000 22,500 45,000 収量(kg/10ha)
労働時間(時) 458.1 465.5 480.3 743 労働時間(時)
販売単価(円/kg) 232 138 232 232 単価(円/kg)
労働時間単価(円/時) 1,386 1,386 1,386 1,386 労働時間単価(円/時)
種苗費 419,100 216,000 419,100 1,054,200 444,500 種苗費
肥料費 487,825 293,800 487,825 1,269,450 750,500 肥料費
農業薬剤費 314,388 381,510 241,985 937,883 565,294 農業薬剤費
光熱動力費 206,002 195,818 181,618 583,438 439,074 光熱動力費
諸材料費 61,040 165,680 61,040 287,760 138,556 諸材料費
農業機械費 1,840,431 1,430,973 1,179,189 4,450,593 3,275,651 農業機械費
労働費 634,940 645,183 665,682 1,945,805 1,029,798 労働費
水利費 584,800 584,800 584,800 1,754,400 1,754,400 水利費
地代 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 3,000,000 地代
共済掛金・出荷経費 652,451 106,513 652,451 1,411,415 1,304,902 共済掛金・出荷経費
費用合計 6,200,977 5,020,277 5,473,690 16,694,944 12,702,675 費用合計
販売額 5,220,000 4,968,000 5,220,000 15,408,000 10,440,000 販売額
麦・大豆品質向上対策による助成金 866,666 866,667 866,667 2,600,000 2,600,000 麦・大豆品質向上対策による助成金

所得(労働費含み) 520,629 1,459,573 1,278,659 3,258,861 1,367,123 所得(労働費含み)
純収益(労働費除く) -114,311 814,390 612,977 1,313,056 337,325 純収益(労働費除く)
注1)試算の基準収量は、大豆225kg/10a、小麦360kg/10aとした。
注2)想定面積は10ha×2とし、水田畑作物(大豆・小麦立毛間播種栽培)作付率40%でブロックローテーションを行うこととした。
注3)販売単価には交付金が含まれる。
注4)本収支には、畑作物共済無事戻し金および農作物共済無事戻し金は含まない。
注5)麦・大豆品質向上対策による助成金は、経営規模(20ha)に係る助成金を1作目から3作目に均等に配分して表記した。


